
労
働
組
合
や
中
小
業
者
、
農

民
、
女
性
団
体
な
ど
広
範
な
市

民
団
体
で
構
成
す
る
「
県
民
要

求
実
現
茨
城
共
同
運
動
連
絡
会
」

（
茨
城
共
同
運
動
）
で
は
、
さ
る

７
月
に
県
庁
全
部
局
と
３
日
間

に
わ
た
っ
て
交
渉
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
本
紙
７
月
19
日
号
で

紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
対
県
交
渉
も
ふ
ま
え
な

が
ら
、
秋
以
降
、
地
域
ご
と
に

組
織
さ
れ
た
連
絡
会
が
、
市
町

村
の
訪
問
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

対
県
、
対
市
町
村
と
も
、
あ

ら
か
じ
め
文
書
で
要
望
と
回
答

を
交
わ
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い

て
懇
談
と
い
う
段
取
り
で
す
。

毎
年
の
取
り
組
み
を
重
ね
る
な

か
で
、
行
政
側
の
施
策
を
継
続

的
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
機
会

と
し
て
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
住
民
側
か
ら
の
統
一
的
な

要
望
に
対
し
、
各
自
治
体
の
回

答
を
横
断
的
に
知
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
点
で
も
貴
重
な
機

会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

日
立
以
北
の
団
体
で
構
成
す

る
県
北
連
絡
会
で
は
、
11
月
27

日
に
北
茨
城
市
、
12
月
３
日
に

高
萩
市
を
訪
ね
ま
し
た
。
雇
用

確
保
や
、
中
小
零
細
業
者
の
仕

事
、
国
保
問
題
、
飼
料
米
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
担
当

部
局
と
熱
心
な
意
見
交
換
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
条
例
は
、
人
事
院
勧

告
に
準
じ
て
本
市
の
職
員
の
給

与
を
改
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
同
勧
告
は
、
①
給
与
月

額
を
平
均
０
・
２
％
（
本
市
は

８
６
４
円
）
引
下
げ
、
②
自
宅

に
か
か
る
住
居
手
当
２
５
０
０

円
を
廃
止
、
③
期
末
手
当
・
勤

勉
手
当
を
４
・
45
ヶ
月
か
ら
０
・

35
ヶ
月
分
引
下
げ
、
と
い
う
内

容
で
す
。
こ
の
う
ち
金
額
的
に

大
き
い
の
は
、
期
末
と
勤
勉
手

当
の
一
時
金
の
削
減
で
、
給
与

40
万
の
職
員
で
年
間
14
万
円
と

な
り
ま
す
。

正
直
言
っ
て
、
議
案
へ
の
賛

否
に
つ
い
て
は
、
こ
の
討
論
に

立
つ
直
前
ま
で
迷
い
に
迷
い
ま

し
た
。
地
域
経
済
の
冷
え
込
み

と
、
市
民
の
暮
ら
し
の
実
情
を

目
の
当
た
り
に
す
る
か
ら
で
す
。

市
民
の
感
情
を
考
慮
す
る
な
ら
、

多
少
の
減
額
は
や
む
を
え
な
い

か
と
も
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
同
時
に
、
私
は
今
日

の
経
済
状
況
を
勘
案
し
ま
し
た
。

新
政
権
も
「
今
日
の
日
本
経
済

を
デ
フ
レ
状
態
に
あ
る
」
と
警

告
を
発
し
て
い
ま
す
。
自
治
体

職
員
の
一
時
金
の
引
下
げ
は
、

民
間
の
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
に
連
動

し
て
、
賃
金
引
下
げ
の
負
の
連

鎖
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

い
わ
ゆ
る
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル

に
陥
り
、
経
済
全
体
が
収
縮
し

て
い
く
危
険
性
を
私
は
心
配
す

る
も
の
で
す
。

未
曾
有
の
経
済
危
機
か
ら
脱

出
す
る
た
め
に
は
、
な
に
よ
り

も
内
需
中
心
の
経
済
政
策
に
舵

を
切
る
こ
と
で
、
そ
の
一
番
の

方
策
が
国
民
の
懐
を
あ
た
た
め

る
こ
と
で
す
。
今
回
の
給
与
の

引
下
げ
条
例
は
、
そ
の
政
策
と

逆
行
す
る
方
向
で
あ
り
、
あ
え

て
反
対
を
す
る
も
の
で
す
。

11
月
30
日
、
市
議
会
全
員
協

議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

な
か
で
は
、
各
常
任
委
員
会
の

行
政
視
察
に
つ
い
て
、
本
紙
で

お
伝
え
し
た
文
教
厚
生
委
員
会

お
よ
び
産
業
建
設
委
員
会
の
ほ

か
、
総
務
委
員
会
か
ら
愛
知
県

犬
山
市
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
京
都
府
綾
部
市
の
地
域
市
民

バ
ス
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
本
会
議
で
は
、
茨

城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
が
お

こ
な
わ
れ
、
あ
ら
た
に
村
田
仁

人
議
員
が
推
薦
、
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
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市
議
会
に
提
案
さ
れ
た
「
北
茨
城
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
を
代

表
し
て
福
田
明
議
員
が
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。
ぎ
り
ぎ
り
の
判
断

と
し
て
、
あ
え
て
反
対
を
表
明
し
た
発
言
の
大
要
を
紹
介
し
ま
す
。

「青少年のための科学

の祭典2009」が11月29日、

市民ふれあいセンターで

開催されました。写真は、

「火山噴火を知ろう！」

のコーナー。科学を通じ

て感動を伝え、子どもた

ちが創造的な未来を描き

出す第一歩を作りたいと

設立されたＮＰＯ法人タッ

チ・ザ・サイエンスの若者

たちが出展したものです。

11月27日、北茨城市

12月３日、高萩市


